


















































































































































、 黒 山国 弓削 周山 細 宇津
帯 徒)数 147 511 570 466 144 178 326
数 4５ 7０ 164 8２ 5４ 4６ 326
収数 3９ 5６ 121 5１ 3５ 2５ 304
回収数 2 4６ 8９ 4２ 3４ 2２ 300
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起居様式 洋室・両方 和室・両方 和室・両方
外部空間取り入れ ○ ○
室内空間充実 ○ ○
京都府立大学学術報告「人間環境学・農学」3４ 第53号
④団らん空間の評価点数は，居間と食事室が隣接して
いる場合，食事室と台所が通路を隔てて配置されてい
る場合，玄関から子供部屋へは居間を通らずにいける
場合が高い。
⑤希望の団らん空間で世代間格差が顕著にみられたタ
イプは，プライバシー確保型である。
若者世代の地域への定住をより可能にするためには，
団らん空間意識の異世代間隔差をいかに縮小するかが今
後の課題と言える。
若者世代が生活的に自立し，かつ地域に定住するため
には，プライバシーを尊重した住居計画が求められると
同時に，何らかの作業をしながらでも家族の団らんが行
われるような各空間のあり方や，表５に示すような条件
の具体的な検討が望まれる。
能にするための住居計画的研究(2)｣Ｈ本建築学会
近畿支部研究報告集，１９９５
３）宇野浩三他，「北海道の住宅の公室空間に関する研
究―その１．空間形態の詳細分析一」日本建築
学会学術講演梗概集，１９８９
４）小室晴陽他，「北海道の住宅の公室空間に関する研
究－その２．生活形態の詳細分析一」日本建築
学会学術講演梗概集，１９８９
５）中西真弓他，「公室に関する基礎的研究その１．
ＬＤＫの構成について」日本建築学会学術講演梗概
集，１９８９
６）中西さゆり他，「公室に関する基礎的研究その２．
だんらん室の様式について」日本建築学会学術講演
梗概集，１９８９．
７）江上徹他，「住居に於けるコミュニケーション空間
に関する研究その１」日本建築学会学術講演梗概
集，１９９１
８）丸野穣治他，「住居に於けるコミュニケーション空
間に関する研究その２」日本建築学会学術講演梗
概集，１９９６
９）野口孝博他，「住宅の平面型とＬＤ,Ｋを中心とする
公室空間の形態北海道の戸建住宅の近年の変貌動
向に関する研究_住宅金融公庫融資住宅平面の
分析（１）－」日本建築学会計画系論文集No.470,
1995
10）宇野浩三，「戸建住宅における公室生活形態の展開
過程北海道の住宅の発展に関する空間論的研究
(2)」日本建築学会計画系論文集No.478,1995
11）京北町統計書（平成10年度版，平成11年３月発行）
12）東洋経済新報社「地域経済総覧2001」より
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